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第 回

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
か
ら
観
る
安
芸
高
田
市
創
生

　
安
芸
高
田
市
で
は
、
国
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
」
並
び
に
「
総
合
戦
略
」
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
本
市
に

お
け
る
人
口
の
現
状
分
析
を
行
い
、
人
口
に
関
す
る
認
識
を
市
民

の
皆
様
と
共
有
す
る
中
で
、
本
市
が
今
後
目
指
す
べ
き
将
来
の
方

向
と
人
口
の
将
来
展
望
を
示
す
た
め
「
安
芸
高
田
市
人
口
ビ
ジ
ョ

ン
」
並
び
に
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　
本
市
の
総
合
戦
略
を
策
定
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
言
う
ま
で
も

な
く
国
の
総
合
戦
略
を
勘
案
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
国

の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
人
口
の
現
状
分
析
と
将
来
展
望
の
策
定

に
際
し
、
人
口
減
少
が
経
済
社
会
に
与
え
る
影
響
の
分
析
や
、
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
「
積
極
戦
略
」
と
、
人
口
減
少
に
対

応
す
る
「
調
整
戦
略
」
を
同
時
に
推
進
す
る
こ
と
が
大
切
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
移
住
の
希
望
や
若
い
世
代
の
就
労
・
結
婚
・
子
育
て
の

希
望
な
ど
、
国
民
の
希
望
の
実
現
に
向
け
全
力
を
注
ぐ
等
の
視
点

を
提
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
み
る
と
、
全
国
で
は
団
塊
の
世
代

と
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
（
₃₀
〜
₃₉
歳
）
の
人
口
が
多
い
「
ひ
ょ
う
た
ん

型
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
安
芸
高
田
市
の
現
状
は
、
団
塊
の
世
代

と
昭
和
一
桁
生
ま
れ
の
女
性
が
多
く
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア
の
山
が
比

較
的
小
さ
い
の
が
特
徴
で
あ
り
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
高
校
や
大
学
進
学
時
に
若
年
世
代
の
市
外
転
出
が

大
き
く
影
響
し
、
特
に
₂₀
〜
₂₄
歳
の
人
口
は
極
端
に
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
若
年
層
の
減
少
が
、
本
市
の
人
口
減
少
を
加

速
す
る
ひ
と
つ
の
大
き
な
要
因
と
思
わ
れ
ま
す
。
本
市
で
は
、
１

９
７
５
（
昭
和
₅₀
）
年
以
降
人
口
減
少
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
そ

し
て
高
齢
化
率
は
着
実
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
２
０
０
０
（
平
成

₁₂
）
年
に
は
高
齢
化
率
は
₃₀
％
を
超
え
、
２
０
１
５
（
平
成
₂₇
）

年
で
は
₃₇
％
と
高
い
水
準
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
人
口
減

少
と
少
子
高
齢
化
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
人
口
増
減
は
自
然
動
態
（
出
生

－

死
亡
）
と
社
会
動
態
（
転

入

－

転
出
）
の
二
つ
の
要
因
に
基
づ
き
ま
す
。
本
市
の
自
然
動

態
に
つ
い
て
分
析
す
る
と
、
出
生
数
は
、
１
９
８
０
（
昭
和
₅₅
）

年
以
降
、
出
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
っ
て
、
２
０
１
３
（
平
成

₂₅
）
年
に
は
、ピ
ー
ク
時
と
比
較
し
て
約
6
割
が
減
少
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
死
亡
数
の
推
移
は
多
少
の
増
減
は
あ
る
も
の
の
、
大
き

な
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
高
齢
者
人
口
は
着
実

に
増
加
し
て
き
て
お
り
、
今
後
更
な
る
増
加
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
に
よ
る
本
市
の
将
来
推
計

人
口
に
よ
る
と
、
今
後
₁₀
年
間
の
自
然
動
態
に
よ
る
人
口
増
減
は

約
２
，
７
０
０
人
の
減
、
つ
ま
り
1
年
間
で
は
約
２
７
０
人
（
平

均
値
）
の
人
口
減
と
試
算
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
社
会
動
態
に
よ

る
人
口
増
減
は
₁₀
年
間
で
約
１
，
０
０
０
人
の
減
、
つ
ま
り
年
間

約
１
０
０
人
（
平
均
値
）
の
人
口
減
と
な
り
ま
す
。
自
然
動
態
の

減
と
社
会
動
態
の
減
を
合
わ
せ
る
と
、
₁₀
年
間
で
約
３
，
７
０
０

人
、
年
間
約
３
７
０
人
の
人
口
が
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
本
市
の
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
策
定
し
た
「
安
芸

高
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
の
基
本
と
な
る
「
第
2
次
安
芸
高
田
市
総
合
計
画
」
に
お
い

て
設
定
し
た
目
標
人
口
を
踏
襲
し
、
5
年
後
の
２
０
１
９
（
平
成

₃₁
）
年
の
人
口
２
８
，
１
０
０
人
を
２
８
，
５
０
０
人
（
+
４
０

０
人
）
に
、
₁₀
年
後
２
０
２
４
（
平
成
₃₆
）
年
の
人
口
２
６
，
３

０
０
人
を
２
７
，
５
０
０
人
（
+
１
，
２
０
０
人
）
に
す
る
と
し

て
、
本
来
の
自
然
趨
勢
（
す
う
せ
い
）
に
よ
る
推
計
値
よ
り
高
く

設
定
し
ま
し
た
。

　
こ
の
目
標
人
口
の
達
成
の
た
め
の
設
定
条
件
と
し
て
は
、
①
自

然
動
態
の
減
少
幅
を
抑
制
す
る
施
策
と
し
て
、
合
計
特
殊
出
生
率

を
国
が
設
定
し
た
国
民
希
望
出
生
率
で
あ
る
1
・
８
８
に
引
き
上

げ
る
（
現
在
は
1
・
６
６
）。
②
社
会
動
態
の
減
少
幅
を
抑
制
す

る
施
策
と
し
て
、
現
在
約
２
０
０
人
の
転
出
超
過
と
な
っ
て
い
る

₁₀
〜
₁₉
歳
の
若
年
世
代
の
移
動
率
を
₃₀
％
（
約
１
４
０
人
）
改
善

す
る
。
③
U
・
I
タ
ー
ン
の
促
進
と
し
て
、
子
ど
も
を
連
れ
て
の

U
・
I
タ
ー
ン
等
を
年
間
₁₂
組
成
立
さ
せ
る
。

　
以
上
、
こ
れ
ら
の
設
定
条
件
を
満
た
せ
ば
、
結
果
の
考
察
と
し

て
₁₀
年
後
の
目
標
人
口
で
あ
る
2
万
７
，
５
０
０
人
が
達
成
で
き

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
厳
し
い
設
定
で
は
あ
り
ま
す
が
、
職
員
が

一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の
課
題
の
解
決
に
向
か
っ
て
努
力
し
、
市
民

の
皆
様
の
ご
協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
、
実
現
は
可
能
と
思
っ
て
い
ま

す
。
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減らそう犯罪 知っていますか　社団法人広島被害者支援センター

安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成27年交通事故発生状況（年間累計）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

77件

3人

104人

90件

0人

138人

－13件

＋3人

－34人

死 者 数

負傷者数

H27.9末現在
安芸高田警察署管内

安芸高田市で今年３件目の交通死亡事故発生！
発生日時　９月11日（金）　午前７時55分ころ

発生場所　吉田町の県道（吉田邑南線）

状　　況　横断歩道を横断中の女性と車両が衝突し死亡

県内で、道路横断中の死亡事故が多発
●道路を横断する際は、必ず立ち止まり左右の確認を
●運転する際は、安全速度で横断歩道では歩行者確認を
☆広島県警では、「年間交通事故死者数90人以下」の達成に向けて
「なくそう交通死亡事故・アンダー 90作戦」をキャッチフレー
ズに交通死亡事故抑止に向けた取組を展開しています。
　～　皆　様　の　ご　協　力　を　お　願　い　し　ま　す　～

　同センターは、犯罪被害に遭われた被害者とその家族を支
援する民間団体で、電話・面接相談をはじめ裁判所への付き
添いなどの直接支援事業やさまざまな被害の早期回復や軽減
を図るための支援活動をしています。

◎ひとりで悩まないでこんなときに電話して下さい
　○事件や事故に遭ってしまった
　○心に深い傷を負った

　○家族が被害を受けた
　広島被害者支援センターは「犯罪被害者等早期援助団体」
で、犯罪・事故の被害者やその家族をサポートします。

電話・面接での相談　まずは電話して下さい
０８２－５４４－１１１０

広島市中区立町1-24　社団法人広島県被害者支援センター

○管内交通事故の特徴
・追突事故（信号待ち）    
・横断歩道横断中の歩行者と車両の衝突
※9月中の人身交通事故は13件でした
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HP http://www.akitakata.jp/ja/shisei/section/119/

住
宅
用
火
災
警
報
器
調
査
結
果

の
ご
報
告

　
広
報
あ
き
た
か
た
4
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
と
お
り
、
無
作
為
に
抽
出

し
た
市
内
の
43
世
帯
を
対
象
に
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
状
況
調
査
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
設
置
率
】

安
芸
高
田
市
　
86
％
　
　（
県
内
6
位
）

広
島
県
　
　
　
87
・
5
％
（
全
国
7
位
）

全
国
　
　
　
　
81
％

　
昨
年
と
比
べ
る
と
市
内
の
設
置
率
は

9
ポ
イ
ン
ト
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
て
い
た
お
か
げ
で
、
早
期
に
火
事

を
発
見
で
き
大
惨
事
に
な
る
こ
と
を
防

げ
た
等
の
事
例
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
正
し
く
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

【
正
し
い
設
置
場
所
】

　
全
て
の
寝
室
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
子
ど
も
部
屋
な
ど
で
も
、
就
寝
す
る

部
屋
は
対
象
）

　
ま
た
、
原
則
と

し
て
2
階
以
上
に

寝
室
が
あ
る
住
宅

の
階
段
に
は
設
置

し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
な
お
、

浴
室
、
ト
イ
レ
、

洗
面
所
、
納
戸
な

ど
は
対
象
外
で
す
。

【
電
池
切
れ
や
故
障
に
注
意
】

　
火
災
で
は
な
い
時
に
音
が
す
る
場
合

や
ボ
タ
ン
を
押
し
た
り
、
ひ
も
を
引
っ

張
っ
て
も
音
が
出
な
い
場
合
は
、
電
池

切
れ
や
故
障
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
期
的
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

鼓
笛
セ
ッ
ト
贈
呈
式
を

行
い
ま
し
た

　
8
月
24
日
（
月
）
一
般
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
の

平
成
27
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業

と
し
て
、
向
原
こ
ば

と
園
に
幼
年
消
防
鼓

笛
セ
ッ
ト
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
地
域
防
災
組
織
育
成
助
成

事
業
の
中
で
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
育
成

及
び
防
火
思
想
の
普
及
啓
発
を
目
的
と

し
、
宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
た
も

の
で
す
。

　
今
後
の
行
事
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
防
火
防
災
の
啓
発
活
動
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

救
急
救
命
士
の
拡
大
処
置
開
始
‼

　
厚
生
省
令
等
が
改
正
さ
れ
、
救
急
救

命
士
が
行
う
こ
と
が
で
き
る
処
置
が
拡

大
さ
れ
ま
し
た
。
安
芸
高
田
市
消
防
本

部
で
は
、
実
施
に
当
た
り
必
要
と
な
る

講
習
を
修
了
し
た
救
急
救
命
士
6
名
を

配
置
し
、
7
月
29
日
か
ら
運
用
を
開
始

し
ま
し
た
。

【
開
始
さ
れ
る
処
置
】

・
心
肺
停
止
前
の
重
度
傷
病
者
に

　
対
す
る
静
脈
路
確
保
と
輸
液

　
多
量
の
出
血
や
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー

シ
ョ
ッ
ク
、
熱
中
症
な
ど
が
原
因
で
血

圧
が
異
常
に
下
が
る
な
ど
の
症
状
が
あ

る
場
合
や
、
長
時
間
機
械
な
ど
の
重
量

物
に
挟
ま
れ
て
い
た
傷
病
者
に
静
脈
路

確
保
と
輸
液
（
点
滴
）
を
行
い
、
症
状

の
悪
化
を
防
止
す
る
た
め
行
う
処
置
で

す
。

・
血
糖
の
測
定
と
低
血
糖
発
作
時
の

　
ブ
ド
ウ
糖
溶
液
の
投
与

　
低
血
糖
が
原
因
で
意
識
状
態
が
悪
く

な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
傷
病
者
に

対
し
て
血
糖
の
測
定
を
行
い
、
血
糖
値

が
異
常
に
低
く
な
っ
て
い
る
場
合
は
、

ブ
ド
ウ
糖
溶
液
を
点
滴
か
ら
投
与
す
る

こ
と
で
意
識
の
状
態
が
改
善
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
行
う
処
置
で
す
。
ま
た
、

血
糖
の
測
定
を
行
う
こ
と
は
、
搬
送
先

の
選
定
な
ど
に
有
効
で
す
。

火 災

救 急

救 助

そ の 他

0件
（27件）

109件
（999件）

2件
（16件）

0件
（23件）

9月

鼓笛セット贈呈式
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